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新機能/変更点 

機能 概要 

解析機能 

• 応力解析：境界条件「垂直変位」の機能向上 

• 応力解析：境界条件「回転変位」の機能向上 

• 応力解析：非線形解析未収束時の続行オプション追加 

• 熱伝導解析：温度のテーブル出力拡張 

• 熱伝導解析：ボディ属性単位の熱収支テーブル出力追
加 

• 熱伝導解析：熱流量・熱抵抗のテーブル出力追加 

• 熱伝導解析：ジャンクション熱抵抗のテーブル出力追加 

• 熱伝導解析：熱抵抗境界の入力形式を改良 

• 熱伝導解析：「加速/減速係数」適用範囲の拡張 

• 熱伝導解析：過渡解析の精度を向上 
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新機能/変更点 

機能 概要 

解析機能 

• 電磁波解析：ポートの基準インピーダンス指定の改良 

• 電磁波解析：周辺電磁界の精度向上 

• 電磁波解析：オプションダイアログの整理 

• 電磁波・熱伝導連成解析：電磁波の入力電力に時間変
化する重みを追加 

• 電場解析：電界に依存する誘電率・導電率の解析機能
を追加 

• 圧電解析：粘弾性材料を含む調和解析機能の追加 

モデリング 

• 多角柱らせんコマンド機能を改良 

• スナップで 「面上の点」を追加 

• 引きのばし/相似引きのばし機能を改良 

• 計算結果取得プロセスのマクロ出力機能を追加 

3 
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解析機能 –応力解析 

境界条件「垂直変位」の機能を向上 

4 

「強制変位」で、荷重方向以外の拘束が起こらなくなりました 

値を入力するだけで、「固定」と「強制変位」が切り替わるようになりました 

例：垂直変位による圧縮変形 

NEW 

※垂直変位ゼロを入力したときに、 

固定（スライドフリー）となります。 

拘束 拘束 

拘束なし 拘束なし 

従来：2015.0 

改良版:2015.1 
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解析機能 –応力解析 

境界条件「回転変位」の機能を向上 

5 

回転変位で、 「半径の大きさを固定して回転」、 

または「固定しないで回転」が、選べるようになりました 

 

 

設定なし 

（半径方向フリー） 

固定 

90°回転 

回転中心 

半径を 

一定に保つ 

■設定なし(半径方向フリー) 

  回転方向のみに力が発生します。 

 

■半径を一定に保つ 

 半径を一定に保つために、回転方
向だけでなく、半径方向にも力が発
生します。 

NEW 

例題５５：回転変位を用いた板の曲げ解析 
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解析機能 –応力解析 

非線形解析未収束時の続行オプションを追加(1/2) 

6 

非線形解析の反復計算が未収束で終わった場合に、それまでの反復で最も収束
状態に近い最適解を出力して続行するオプションが追加されました 

 

 

NEW 

最適解出力のイメージ 

※出力時は、「強制収束」と表記されます。 

設定箇所 

解析条件>高度な設定タブ>非線形解析の設定 
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解析機能 –応力解析 

非線形解析未収束時の続行オプションを追加(2/2) 

7 

非線形解析の反復計算が未収束で終わった場合に、それまでの反復で最も収束
状態に近い最適解を出力して続行するオプションが追加されました 

 

 
例題５６：バイメタルスイッチの飛び移り座屈 

■反った状態で、線膨張係数の異なる金属を張り合わせ、温度を上昇させると、 

ある温度を超えたところで反りの状態が反転します。 

■反転する温度の前後は、不安定な状態で収束しませんが、 

強制収束させて続行することで、反転後の変形を計算することができます。 

飛び移り座屈 

バイメタル中央部の変位 各温度での反りの状態 

126.25℃ 

[強制収束] 
127.5℃ 

[強制収束] 

座
屈
に
よ
る
反
転 

25℃ 

125℃ 

150℃ 

128.75℃ 
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解析機能 –熱伝導解析 

温度のテーブル出力を拡張 

8 

ボディ属性単位の「温度」情報と、境界条件単位の「境界温度」情報が表示され、そ
れぞれに最高温度・最低温度・平均温度が出力されるようになりました 

V1 

V2 

85degree 

0degree 

NEW 

従来：2015.0 

改良版:2015.1 

50degree 
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解析機能 –熱伝導解析 

ボディ属性単位の熱収支テーブル出力を追加 

9 

ボディ属性単位の「熱収支」情報が出力されるようになりました 

表面からの熱の流出 表面からの熱の流入 
発熱 蓄熱 

 

発熱量 ＋ 表面流入量 ＝ 表面流出量 ＋ 蓄熱量 

■コンター図やベクトル図では 

確認しにくい熱のマクロな流れ
を確認することができます。 

■放熱経路の内訳の確認など
に使用することができます。 

熱収支の式 

①熱伝導 

②対流 

③輻射 

※蓄熱量は過渡解析の 

場合のみ 

放熱経路の内訳 

NEW 
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解析機能 –熱伝導解析 

熱流量・熱抵抗のテーブル出力を追加 

10 

モデルを熱等価回路に置き換えた場合の端子間の熱流量・熱抵抗、 

および環境との間の熱流量・熱抵抗が出力されるようになりました 

測定端子の設定 ■「発熱量」を設定したボディ属性、 

または「断熱」以外の境界条件を、 

端子として熱等価回路を仮定します。 

 

■新たに導入された境界条件「測定端
子」を設定した箇所も等価回路の端子と
して扱われます。 

熱抵抗のテーブル出力 モデル 熱等価回路 

※例題２１に熱等価回路出力例がありますので、そちらも参照してください。 
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ジャンクション-環境間熱抵抗θja 

 

 

 

 

解析機能 –熱伝導解析 

ジャンクション熱抵抗のテーブル出力を追加 

11 

半導体分野で使用されるジャンクション熱抵抗が出力されるようになりました 

「発熱量」を設定したボディ属性（ジャンクション）と環境、および境界条件との間の 

熱抵抗を以下の式で計算した結果を出力します。 

j

aj

ja
P

TT 


ジャンクション-境界間熱抵抗θjbnd 

 

 

 

 

Pj：指定したボディ属性の発熱量[W] 

Tj：指定したボディ属性の最高温度[deg] 

Ta：環境温度[deg]  

Tbnd:指定した境界条件の平均温度[deg] 

j

bndj

jbnd
P

TT 


■ケース上面や基板表面に新たに導入された 

境界条件「測定端子」を設定することで、 

  ・ジャンクション-ケース間熱抵抗θjc  

  ・ジャンクション-基板間熱抵抗θjb  

を出力することができます（出力例は例題２２参照）。 
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解析機能 –熱伝導解析 

熱抵抗境界の入力形式を改良 

12 

「熱抵抗境界の入力形式」で、「面積当たり熱抵抗値」と「熱伝導率と厚み」が、 

指定できるようになりました 

NEW 

熱抵抗境界 

・熱伝導率λ 

・厚みd 

厚みd 
熱伝導率λ 

直方体ボディ 

■面積当たりでの入力では、接触面積の増加に反比例して 

熱抵抗が小さくなります。 

■熱伝導率と厚みでの入力では、直方体ボディの代用として 

熱抵抗境界を使用することができます。 
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解析機能 –熱伝導解析 

「加速/減速係数」適用範囲の拡張 

13 

熱伝導解析の定常解析で使用可能だった「加速/減速係数」の設定が、 

すべての熱解析で使用できるようになりました 

非線形解析の反復計算で収束に失敗した場合の対策の一つとして、「加速/減
速係数」の設定があります。「加速/減速係数」を1より小さくすることで、反復回
数が増える代わりに、収束しやすくすることができます。 

設定箇所 

解析条件>高度な設定タブ>非線形解析の設定 

定常解析 過渡解析 

熱伝導解析 2014.1適用済み 2015.1 

電場熱連成解析 2015.1 2015.1 

適用範囲 

減速による反復計算収束のイメージ 

NEW 
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解析機能 –熱伝導解析 

過渡解析の精度を向上 

14 

熱伝導解析・電場熱連成解析の過渡解析で、 

時間ステップが大きくなった場合の解析精度が向上されました 

例：非線形抵抗の電場熱連成解析 

従来Δt = 1s 

真値 

改良Δt=1s 

 

時間ステップが大きくなると、正しい温度から
大きくはずれる。 

反復計算が収束しなくなるケースが多発する。 

 

時間ステップが大きくなっても、正しい温度か
ら大きくはずれることはない。 

※計算精度を重視したため、従来よりも解析に時間がかかる場合があります。 

※速度重視で解析したい場合は『解析条件>高度な設定タブ>非線形解析の設
定』で、収束判定を大きくして解析してください。 

従来：2015.0 

改良版:2015.1 
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解析機能 – 電磁波解析： 
ポートの基準インピーダンス指定の改良 

15 

ポートの基準インピーダンスを、Sパラメータファイルで指定できるようになりました 

基準インピーダンス 50[Ω] 

基準インピーダンス 0.011+j19.695[Ω] 

 

電磁波解析例題２３ 
ループアンテナ 
への適用例 

ループアンテナのインピ 
ーダンス(Z)をスミスチャ 
ートで調べ、共役な値を 
ポートの基準インピーダ 
ンスに指定(左の入出力 
ポートダイアログ図)すると、 
整合状態の解析が可能 
です。 
ただし、同じメッシュを使 
う必要があります。 

整合が取れている!! 
② 

① 

インターフェース変更 

入出力ポートダイアログ 

整合が取れていない 

NEW 
NEW 

従来：2015.0 

・実部のみ 

・実部・虚部 ※下図① 

・Sパラメータファイル(タッチストーンファイル) ※下図② 

改良版：2015.1 
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Z 

X 

θ 

解析空間 

半径6cm 

アンテナ中心から観測点 

までの距離7cm 

観測点 解析モデル（左図）の結果フィールドから、解析領域の
少し外側の電界を周辺電磁界計算で求めたのが左上の
グラフです。従来法（遠方界）と新機能（近傍界）の
結果を示しています。比較の為、観測点を含むよう解析
領域を拡大し、結果フィールドの機能で得られた電界も示
しています。これが有限要素法と書かれたデータになります。
従来計算方法（遠方界）にくらべて、新機能（近傍
界）の結果が有限要素法の結果に近づき、精度向上し
ていることが分かります。 ■解析モデル図 

■周辺電磁界計算 

周辺電磁界計算において、近傍界の計算式が選択できるようになり、 

アンテナに近い位置での周辺電磁界計算の精度が向上されました 

3cm 

解析機能 –  
電磁波解析：周辺電磁界の精度向上 

16 

NEW 

130  

140  

150  

160  

170  

180  

-180.00  -90.00  0.00  90.00  180.00  

電
界
[d
B
μ
V
/m

] 

θ[度] 

遠方界（従来法） 

近傍界（新機能） 

有限要素法 
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解析機能 –  
電磁波解析：オプションダイアログの整理 

17 

■「出力する電磁界データの指定」の選択方法を改良しました 



All Rights Reserved, Copyright ⓒ Murata Software Co., Ltd. 

解析機能–電磁波・熱伝導連成解析： 
電磁波の入力電力に時間変化する重みを追加 

入力電力が時間で変化する場合の、熱伝導過渡解析ができるようになりました 

18 

0秒 120秒 300秒 

※重みは「解析条件」ダイアログの「電磁波/熱解析」タブから設定できます。 

■電磁波解析の入力電力に時間変化する重みを掛けられるようになりまし
た。 

■電磁波調和解析と熱伝導過渡解析の連成解析で使用できます。 

NEW 

電磁波 

P [W] 

0度の物体に 

電磁波を 

300秒間 

照射します 



All Rights Reserved, Copyright ⓒ Murata Software Co., Ltd. 

解析機能–電場解析： 
電界に依存する誘電率・導電率の解析機能を追加 

電界に依存する誘電率や、導電率を持つ材料の解析ができるようになりました 

19 

■電界に依存する誘電率や導電率を持つ材料を扱えるようになりました。 

■誘電率の電界依存は、「電界-電束密度」曲線で考慮されます。 

■導電率の電界依存は、「電界-電流密度」曲線で考慮されます。 

※各曲線は、「材料定数の編集」ダイアログの「非線形性」から設定できます。 
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解析機能–圧電解析 

粘弾性材料を含む調和解析機能の追加 

20 

圧電調和解析で、粘弾性材料が使用できるようになりました 

■接着剤や樹脂等を粘弾性材料として扱うことで、 

接着剤や樹脂による振動の減衰が考慮されます。 

例：分極方向が逆の圧電素子（例題３）の間に緩衝層がある場合の調和解析 

緩衝層 

面固定 
共振周波数7.32kHz 

緩衝層材料として、共振周波数
付近で損失が大きくなる粘弾性
体を設定 

変位 

※説明を分かりやすくするため、極端な材料設定をしています 

現実的な接着剤や樹脂とは異なります 

粘弾性特性により共振周波数
付近の変位ピークが緩和 
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モデリング– 多角柱らせんコマンド機能を改良 

多角柱らせんコマンドにおいて、 

側面を平面化してメッシュを切れやすくするオプションが追加されました 

21 

※側面を平面化する事により、面トポロジの数が増えるため、 

境界条件や部分メッシュサイズの設定が外れてしまう可能性がありますのでご注意ください。 

通常の多角柱らせん 側面を平面化した多角柱らせん 

側面が曲面である事が原因で、 

メッシュ生成に失敗する場合があります。 

曲面が一切なくなるので、 

メッシュ生成が失敗しにくくなります。 
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モデリング –スナップで「面上の点」を追加 

モデル作成時に、「面上の点」が選択可能になりました 

複雑な作業をすることなく、直接面上でモデル作成ができるようになりました 

22 

面上なら、どこの座標でも
選択可能です。 
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モデリング –  

引きのばし/相似引きのばし機能を改良 

引きのばし/相似引きのばし機能の入力パラメータが、 

「引きのばし方向と距離」から、「引きのばしベクトル」に変更されました 

23 

引きのばし 

2015.1 

2015.0 

引きのばし方向を入力 距離を入力 

引きのばしベクトルを入力 

※入力手順が減り、 

使いやすくなりました 
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モデリング– 計算結果取得プロセスの 

マクロ出力機能を追加 

計算結果取得のプロセスが、マクロ出力できるようになりました 

24 

出力例 

※結果を開いている場合は、その状態に応じて構文の内容が変化します。 
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25 

以上 


